

























































































の指導者が参加して “みそぎ ” 錬成を□ける、宮城県支部からは小野寺組織部長を始め特
別参加者として東北帝大教授成瀬工学博士と陸軍中将高木県協力会議長も一枚加はる





















































































































































































この時期、1938（昭和13）年 5 月に国会総動員法が施行され、同年 8 月には卒業者使用制限
令が施行されるなどし、日本政府は戦時の科学技術動員体制を構築させる過程にあった。また
1939（昭和14）年 8 月には、国民精神総動員運動の一環として興亜奉公日が閣議決定され、同














































































































































の工場に 1 、 2 ケ月、こつちの工場に 2 、 3 ケ月と、ぐるぐる工場を廻りまして自分の育つた工場ば
かりではなく、それ以外のよい工場の技術を見習ひます。職工は次第にその腕にみがきをかけ、人物
も出来、ふたたび自分の工場へ帰つてきます。これから国家試験を受けまして、ここに初めて、マイ
スタ （ー親方）となつて一人前の職工になるであります。自分の腕に誇りを感じつつ、その仕事に従
事するのは、これ以降の事であります。
 なお同内容が前掲『ドイツ工業界の印象』（pp.316-325）にも記載されていることを付記しておく。
19）前掲『日本技術の母胎』、p.127。
20）同上。
21）同上書、pp.130-131。現出所は森徳治『労務者の職分』（青少年工教養文庫第 1巻）、第一公論社、1944。
22）同上書、pp.132-135。
23）同上書、p.167。
24）同上書、p.168。
